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ホームページ編集ソフトは数あるが、ウェブサイトの作成や管理までできるソフトとなるとごく少数

に限られる。マイクロソフト社の「フロントページ98」は、その数少ないソフトの1つ。これ1本で、

ページ編集から更新までウェブサイト管理に必要な作業をすべてまかなえる。そればかりか通常の

ウェブページだけでなく、話題のアクティブチャンネル対応のページまで作ることができるのだ。今

月から3回にわたり、このフロントページ98を使った最新ウェブサイト構築法を紹介していこう。

第1回 お手軽ウェブサイト作成法
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WEB MASTER
+ 準 備 編 +

ウェブマスターの強力なパートナー

これがフロントページ98の実力だ！

マイクロソフトフロントページ98は今年末に発売が予定されているが、本誌を読んで

1日も早くこのすごいソフトを試してみたいという人のためにベータ使用版をCD-

ROMに収録した。「今すぐアクティブチャンネルを作ろう」と言いたいところだが、

まずは、前バージョンからさらに進化したフロントページ98の実力を見てみよう。

フロントページ98

サイト作成 

フロントページ 
エクスプローラ 

フロントページ 
エディター 

ページ編集 

プレビュー 画像編集 素材集 

IE3.0 イメージコンポーザー 

GIFアニメーター 

アニメーションGIF作成 

写真 
ボタン 
アイコン 
背景画像 

サイト管理 

サーバーエクステンション パーソナルウェブ 
サーバー(Win 95) 

 
ピアーウェブサーバー 
(WinNT 40)

ウェブ発行ウィザード 

フロントページウェブ 

最新のコンテンツが簡単に作れる

どうせホームページを作るなら、アクセスし

てくれた人に「これはすごいぞ、面白い」と言

われるようなものを作りたい。しかも、できる

だけ簡単に。そんな虫のいい話、あるはずがな

い。凝ったページを作ろうとしたら手間もかか

るし、それ相応の知識や技術が必要だ。ずっ

とそう思っていたが、どうやらとんだ認識不足

だった。フロントページ98を使えば、オーソド

ックスなページはもちろん、動きやインタラク

ティブな操作をともなうダイナミックなページ

も作れるのだ。しかも、プログラミングや

HTMLの知識はいっさい不要。

8月にベータ版が公開されたフロントページ

98は、前バージョンの弱点を克服。表作成や

フレーム設定の操作性が見違えるほどよくなり、

スタイルシートをはじめダイナミックHTMLや

アクティブチャンネルといった最新テクノロジ

ーもサポートされた。

サイト管理はすべておまかせ

ウェブサイトは、ページの作成が完了しても、

作業がすべて終わったわけではない。画像ファ

イルなどがそろっているか、リンクが正しく設

定されているかをチェックして、サーバーにす

べてのファイルをアップロード。さらに、定期

的な更新もしなければならない。

編集機能だけでなくサイト管理機能も備えて

いるフロントページ98なら、ウェブサイトのメ

ンテナンスも安心だ。リンクをグラフィカルに

チェックでき、ファイルのアップロードはマウ

スボタンをクリックするだけ。しかも更新する

際には、情報が書き替えられたファイルだけを

アップロードしてくれる。また、場合によって

は、サイト内のディレクトリー（フォルダー）

構造を変えなければならないことがある。フロ

ントページ98は、ディレクトリーに合わせて自

動的にリンクの設定を変更してくれる。

これだけのツールが1パッケージに

フロントページ98は、サイト管理をする「フ

ロントページ98エクスプローラ」と、ページ編

集をする「フロントページ98エディター」の2

つのプログラムで構成されている。フロントペ

ージ98には、このほか画像編集ソフト「イメー

ジコンポーザー」、アニメーションGIF作成ソフ

ト「GIFアニメーター」、「インターネットエク

スプローラ3.0」とウェブサーバー「フロントペ

ージパーソナルサーバー」がバンドルされてい

る。フロントページパーソナルサーバーは、コ

ンピュータ内でウェブサイトの動作を確認する

ためのものだが、小規模な個人サーバーとして

公開用に使うことも可能だ。すなわちフロント

ページ98があれば、ウェブページの作成からウ

ェブサイトの作成、管理、さらにサーバー上で

のウェブコンテンツの動作チェックまで、

WWWに関するあらゆる作業を処理できるのだ。

+フロントページ'98の構成+

+CD-ROM+CD-ROM

CD-ROM収録先
Trial→Win→

Fp98beta
B
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この連載はフロントページ98を使って自分のホームページを「アクティブチャンネル」
のコンテンツにしてしまおうというのが目的だ。登場したばかりのこの新しいメディア
についてまだよく知らない人もいるかもしれない。アクティブチャンネルとは何か、作
成に必要なものは何か、これらをまとめておさらいしておこう。

誰にでもできる「アクティブチャンネル」

インターネットエクスプローラ4.0の大きな特

徴の1つに、プッシュ型の技術を利用した「ア

クティブチャンネル」がある。一般のユーザー

にとってプッシュ型の情報配信は「受信」する

だけのものと考えがちだ。しかし、アクティブ

チャンネルの配信に特別なサーバーは必要ない。

つまり、誰でもチャンネル配信できるのだ。し

かも今あるウェブページをそのまま利用できる。

フロントページ98なら、ウィザードの質問に

答えていくだけで好きなページを簡単にアクテ

ィブチャンネルに変えられる。定期的に更新す

る情報ページなどを社内で回覧したり日記を公

開しているホームページを配信したりと、使い

道はいくらでもある。

ホームページから情報を放送する
「ウェブキャスティング」

通常、WWWでは、ブラウザーからURLを

指定して、サーバーに必要な情報を要求する。

サーバーから情報を引き出すことから、これを

「プル型」情報配信という。一方、あらかじめ

必要な情報と配信スケジュールを設定しておく

と、設定した条件に基づいてサーバーから自動

的に更新情報が送られてくる方式がある。これ

がいま注目されている「プッシュ型」情報配信

で、配信される情報のまとまりを「チャンネル」

という。

マイクロソフト社は、このプッシュ型情報配

信を「ウェブキャスティング」と呼び、さらに

「基本的なウェブキャスティング」と「管理さ

れたウェブキャスティング」の2つのタイプに分

類している。

「基本的な～」は「スマートプル型」ともい

い、インターネットエクスプローラ4.0では「お

気に入り」メニューから「購読項目」→「購

読」と順番に選ぶと、そのとき表示されていた

ページをダウンロードしたり、更新チェックを

したりできる。この仕組みは「オートパイロッ

トソフト」と呼ばれているものと同じで、ネッ

トスケープ社のネットキャスターも基本的には

同じ方式を利用している。

ホームページをウィザードで
チャンネルに変換

「購読」は、ダイアルアップ接続ユーザーに

とって便利な方式だが、問題は不要な情報ペ

ージまでダウンロードしてしまうこと。プッシ

ュしてもらう情報は、ディレクトリーの階層の

深さで指定するが、サイトの構造は情報をダウ

ンロードしてみるまで分からないからだ。また、

利用者が設定する更新スケジュールは、必ずし

もチャンネル情報の更新スケジュールと一致し

ない。

こうした問題を解消するのが、「管理された

ウェブキャスティング」。このタイプでは、情報

発信者はディレクトリーの階層とは無関係に任

意の情報ページをアクティブチャンネルに設定

できる。一方、ユーザーは情報をダウンロード

する前にその概要が分かる仕組みになっている。

興味ある情報だけがプッシュされ、不要な情報

ページまでダウンロードしてしまう心配はない。

このように、既存のウェブページをそのまま

チャンネルとして利用できるのが、アクティブ

チャンネルの特徴だ。ただし、どのページをチ

ャンネルとして使うかを設定するファイルが必

要で、これを「CDF（チャンネル定義フォーマ

ット）ファイル」という。CDFファイルには、

チャンネル名やチャンネルとして使うページの

URL、情報の概要、更新スケジュール、そし

てチャンネルの購読ボタンを付けるページの

URLが記述されている。CDFはテキストで記

述されているが、書式を覚えて手で入力するの

は面倒くさい。フロントページ98を使えば、こ

の手間のかかる設定がウィザードでできる。

●基本的なウェブキャスティング（購読） 

購読したいページを 
ディレクトリーの階層で指定 

クライアント サーバー ウェブサイト 
情報が更新されたページ 
A、B、C、Dが送られる 

 

●管理されたウェブキャスティング（アクティブチャンネル） 

どのコンテンツをいつ配信 
するかを記述している 

A

CDF

A B C D

B

C

D

サーバーにあるC.D.F.の情報を調べる 

クライアント サーバー 
サーバーが選んだページをサーバー側の 

更新タイミングに合わせて配信 

activeChannel
情報を積極的に送り出すアクティブチャンネル

ホームページの新しい配信方法

+購読とアクティブチャンネルはここが違う！+
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先にも述べたように、フロントページ98はページの作成からウェブサイトの管理、
チャンネル定義ファイルの作成、サーバーへの発行などを一手に引き受けてくれる。
ここでは、これらの手順を具体的に解説しよう。数々の工程を見ていると大変な作
業に思えるかもしれないが、それを簡単に行えるのがフロントページ98なのだ。Active Channel

こうやってアクティブチャンネルは作られる

ウェブの作成からサーバーへの発行まで

1
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フロントページウェブの作成

フロントページ98の工程は「フロントページ

ウェブ」と呼ばれるサイト全体を束ねるフォル

ダーを作成することから始まる。

ここでは3つの選択肢があり、「ウィザードま

たはテンプレート」を選べば、あらかじめ設定

されているパターンを元に手軽にホームページ

を作れる。ゼロから自力で作る場合は「1つの

ページで構成されるウェブ」を選ぶ。作成済み

のウェブページを使いたい場合は、「既存のウ

ェブをインポートする」を選ぶ。自分のハード

ディスクやネットワーク上の共有ディスク、イ

ンターネット上のウェブサイトからそれぞれイ

ンポート可能だ。

各ページの作成

フロントページエクスプローラで、作成した

いページを選んでダブルクリックすると、フロ

ントページエディターが起動。指定したページ

のファイルが開く。操作は、ワープロソフトな

どとそれほど変わらない。

追加ページの作成

新しいページを追加するには、フロントペー

ジエクスプローラではツールバーの「新しいペ

ージ」をクリックする。一方、フロントページ

エディターでは、テンプレートを利用して新し

いページを作ることができる。空白ページをは

じめ、2段組み、3段組みやメニュー付きなど

26種類のテンプレートが用意されている。

リンクのチェック

フロントページウェブのページをひととおり

作り終わったら、フロントページエクスプロー

ラでリンクの設定が間違っていないかどうか、

必要なファイルがそろっているかどうかをチェ

ックする。

フロントページエクスプローラの左側に並ん

だ7つのアイコンから「すべてのファイル」また

は「ハイパーリンク」を選べば、フロントペー

ジウェブ内のリンクをチェックできる。また

「ハイパーリンクの状態」を選べば、外へのリン

クが有効かどうかをチェックすることも可能だ。

CDFファイルの生成

フロントページウェブ内の一部のページまた

は全ページを「アクティブチャンネル」にする

ために、CDFファイルを作成する。フロントペ

ージエクスプローラの「ツール」メニューから

「チャンネルの定義」を選択すれば、ウィザード

を使ってこの設定ができる。質問に答えて購読

ボタンを貼り付けるページやチャンネルに設定

するページなどを指定し、情報の更新間隔を設

定すれば、自動的にCDFファイルが作られる。

WWWブラウザーで動作確認

WWWブラウザーでの動作チェックも欠かせ

ない。特にアクティブチャンネルがしっかり機

能するかは確認しておこう。

フロントページ98をインストールすると、同

時にパーソナルウェブサーバーがインストール

される。この機能を使えば、ローカルであたか

もインターネットに接続しているような状況を

再現できる。

ウェブサーバーへの発行

最後は、ウェブサーバーへのアップロードだ。

フロントページウェブをサーバーに発行するに

は、フロントページエクスプローラのツールバ

ーにある「発行」を押すだけだ。ただし、これ

はサーバーに「サーバーエクステンション」が

インストールされている場合。インストールさ

れていない場合は、「発行」を押すと「ウェブ

発行ウィザード」が起動してFTPサーバーへの

アップロードが始まる。

いよいよ次のページから作成編だ。第1

回の今月はStep1からStep2の最初の手順

までを解説しよう。
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7つのステップ
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+ディスカッションWebとサーバーエクステンション+

タイトルを記入して「OK」を押せば、フロントページ
ウェブが作成される

ディスカッションWebウィザードで作成したウェ
ブ掲示板

いよいよ、お待ちかねの作成編のスタートだ。でも、いきなりアクティブチャンネルと
いうわけにはいかない。前ページで解説したStep5の「CDF」作成の前に、配信する
コンテンツであるホームページを作ろう。フロントページ98では、最初に「フロントペ
ージウェブ」を作る。これがアクティブチャンネル完成へのファーストステップだ。

「ディスカッションWebウィザード」を使

うと、ウェブページ上で記事を投稿したり意

見を述べたりする「掲示板」が作成できる。

非常に魅力的なページだけにすぐにでも使い

たいところだが、ちょっと待った。実は、フ

ロントページ98で作成できるさまざまな仕掛

けの中には、サーバー側に「サーバーエクス

テンション」というプログラムがセットアップ

されていないと動作しないものがある。フロ

ントページ98ベータ版にはウィンドウズNTと

UNIX用のサーバーエクステンションが含まれ

ているが、現時点ではこれをセットアップし

ているプロバイダーは少ないはずだ。ウェブ

掲示板もサーバーエクステンションが必要な

ために、サーバーにアップロードしたとたんに

動かなくなる可能性が高い。はやる気持ちを

抑えて、製品版の発売後にプロバイダーがフ

ロントページ98サーバーエクステンションを

導入してくれるのを待とう。

+ 作 成 編 +

お手軽にフロントページウェブを作る

ウィザード、テンプレート、テーマを使おう

1st Step

1 「新しいFrontPage Webを作成する」
フロントページウェブを新しく作るには、最

初に出てくるウィンドウで「新しいFrontPage

Webを作成する」を選択して「OK」を押す。表

示されたダイアログで、作成するフロントペー

ジウェブの種類とタイトルを決める。ここでは、

最も手軽にホームページが作れる「ウィザード

またはテンプレート」を選ぼう。ウィザードとテ

ンプレートは、次の6種類が用意されている。

6つの中にはかなり本格的なものもあるが、

ここではもっともシンプルな「パーソナルWeb」

テンプレートを使うことにしよう。テンプレー

トを選んだら、次はフロントページウェブのタ

イトルだ。この名前は、フロントページウェブ

のデータを保存するフォルダー名としても使わ

れる。好きな名前を入力して「OK」をクリッ

クすると、テンプレートの設定に従って新しい

フロントページウェブが作られる。

●ディスカッションWebウィザード：ウェブ版

の掲示板を作れる。質問に答えていけば、スレ

ッド表示や目次、全文検索の機能を備えた掲

示板を簡単に作れる。

●カスタマサポートWeb：カスタマサポート用

ページのテンプレート。主にソフトウェア会社

向けで、FAQやダウンロード、検索などのペー

ジで構成されている。

●パーソナルWeb：個人用のごく小さなホー

ムページ用のテンプレート。トップページの下

に、お気に入りサイト紹介や趣味、フォトアル

バムのページがある。

●プロジェクトWeb：プロジェクト管理用ペ

ージのテンプレートだ。プロジェクトメンバー

一覧や進捗状況、スケジュール、電子掲示板

などのページが用意されている。

●会社案内Webウィザード：最新ニュースや

製品、サービス情報ページなどで構成される企

業ページ用ウィザード。アンケートや全文検索

ページを加えることもできる。

●空のWeb：テンプレートを使わずに、フロ

ントページウェブをゼロから作る。
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2 7つのビューを使い分ける

3 7つのテーマから好きなものを選ぶ

フロントページエクスプローラのウィンドウ

右側に、作成したばかりのフロントページウェ

ブが表示される。フロントページウェブの7つ

の表示方法はウィンドウ左側のビューバーで変

更できる。

●ナビゲーションビュー：上段がページ構成の

ツリー表示、下段がフロントページウェブ内の

ファイルとフォルダーの一覧表示。

●フォルダービュー：フロントページウェブを

構成するファイルやフォルダーを表示。

●すべてのファイルビュー：HTMLファイルや

画像ファイルなどフロントページウェブのコン

テンツだけを表示。

●ハイパーリンクビュー：フロントページ内の

リンクを表示。

●ハイパーリンクの状態ビュー：フロントペー

ジウェブ外へのリンクを表示。

●テーマビュー：後述の「テーマ」の設定や変

更をするときに使う。

●タスクビュー：完成までに必要な作業を「タ

スク」として登録でき、その作業が完了したか

どうかをチェックできる。

ナビゲーションビュー

テーマビュー ハイパーリンクの状態ビュー

ハイパーリンクビュー

次に解説する「テーマ」はここで決める。テーマを選
んで「適用」を押せばいい。

外のサイトへのリンクが正常なら「OK」が、切れてい
ると「切断」が表示される

前バージョンにはなかったビューだ。ページ全体の構
造を表している

ウェブ内のリンクが切れているとページを結ぶ線が切
断されたように表示される

テーマを適用していないページ（上）と適用したページ
（下）ではこんなに見栄えが違う。もちろん、テーマが気
に入らなければ、自分でデザインすることもできる。

テンプレートを決めた段階で必要最小限のペ

ージが作られ、フロントページウェブ内のリン

クも設定される。あとは各ページの編集……と、

その前にもう1つやっておかなければならないこ

とがある。「テーマ」の設定だ。

カッコいいデザインのページを作りたい。誰

でもそう考えるが、忘れがちなのがホームペー

ジ全体の統一感。個々のページのできがよくて

も、各ページのデザインがバラバラだとアクセ

スしたときの印象がよくない。こうした問題を

解決してくれるのが「テーマ」だ。フロントペ

ージには7種類のテーマが用意され、それぞれ

特徴ある色使いが設定されている。

ビューバーから「テーマ」を選ぶと、ウィン

ドウ左側に設定条件やテーマの種類、右側に

は選択したテーマのプレビューが表示される。

テーマを選ぶと、文字やバナー、ボタン、リス

トの項目名に付く記号や水平罫線、ページの

背景に、それぞれ固有の色使いが設定される。

テーマなしの設定も、もちろん可能だ。

「Construction Zone」、「アーク」、「グローバ

ル」など、プレビューを見て気に入ったものに

決めよう。

ここまで終われば、フロントページウェブ全

般の設定は完了。次は各ページの作成だ。ナ

ビゲーションビューで編集したいページをダブ

ルクリックすると、フロントページ98エディタ

ーが起動する。
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●共有枠1
バナーナビゲーションバー

●共有枠2
ナビゲーションバー

「ホームページ」の部分を右クリックして「名前
の変更」を選び、好きな文字に変更してみよう

フロントページエディターで表示させると、共有
枠のバナーの部分の名前が変わっている。ほ
かのページも同様に変更できる

共有枠は数や配置を自由に変更できる。ウ
ェブ全体の設定をするには、フロントページエ
クスプローラの「ツール」メニューから「共有
枠」を選び、「共有枠設定ダイアログ」の上下
左右にチェックを付ける（図　　）。特定のペ
ージだけ設定を変える場合は、フロントページ
エディターの「ツール」メニューから「共有枠」
を選択すればいい。
バナーやボタンに表示される文字の変更はフ
ロントページエクスプローラで行う。ここでい
ったんフロントページエクスプローラに戻り、
「ナビゲーションビュー」を表示する。変更し
たいページにマウスカーソルを合わせて、右ボ
タンをクリック。表示されたメニューから、「名
前の変更」を選ぶ。ラベルが反転表示される
ので、新しい名前を入力する（図　　）。これ
でラベル変更完了。フロントページエディター
に移ると、修正した名前に変わっているはずだ。

他のページを見ると分かるが、文字やバナー、

ボタンの色使いが統一されている。設定したテ

ーマ「探検」に基づいて決められているのだ。

テーマに加えて、フロントページウェブ全体に

統一性を持たせているもう1つの重要な要素が

「共有枠」だ。トップページの編集をする前に、

この共有枠について説明しておこう。

トップページには、2つの共有枠が設定され

ている。1つはページ上部のバナーがある部分、

もう1つが他のページへのリンクが設定されてい

る左側の部分だ。共有枠はフロントページウェ

ブ内の全ページに設定され、デザイン面での統

一感をもたらすだけでなく、それぞれのページ

を移動する際の操作性を高めるうえでも効果的

だ。

共有枠は、フロントページ98で利用できる

「コンポーネント」の1つで、フロントページウ

ェブを作成すると自動的に生成される。初期設

定ではページ上部と左側の2か所。上部の共有

枠にはバナーとナビゲーションバー（ほかのペ

ージに移動するためのボタンが並んだもの）、左

側にはナビゲーションバーだけが配置される。

フロントページ98で作る初めてのフロントページウェブは、テンプレートに「パーソナル
Web」を使い、テーマに「探検」を設定した。「ホームページ」と名前が付けられたこのトッ
プページを、フロントページ98エディターで開くと……なんと、ほとんどできあがっている。
あとは、文章を入れ替えるだけでトップページは完成だ。

+ 作 成 編 +

マイホームページを作る（その1）

共有枠の使い方をマスターしよう

2nd Step

チェックの付け方で数と配置が決まる

1  共有枠でページからページへ

2  共有枠の数と配置、名前を変える

標準の設定は「上」と「下」になっているa

a

b

b
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+次回予告+

共有枠内のバナーやナビゲーションバーの設

定も変更できる。バナーを変更するときは、バ

ナーにマウスカーソルを合わせてダブルクリッ

ク。表示された「ページバナーのプロパティ」

ダイアログで、バナーに画像を使うか使わない

かを設定できる。また、ナビゲーションバーを

変更するときは、ナビゲーションバーにマウス

カーソルを合わせてダブルクリックする。表示

された「ナビゲーションバーのプロパティ」ダ

イアログでは、ボタンに割り当てるページのレ

ベルや並べる方向などを設定できる。

上部のナビゲーションバーのプロパティを見

ると、「ハイパーリンクの設定」は「同じレベ

ル」がチェックされている（図　　）。今、フ

ロントページエディターに表示されているのは、

フロントページウェブ最上位にある「ホームペ

ージ」。同じレベルには別のページがないから、

バーに並んだ各ボタンには特定の名前が付かず、

単に「[ボタン]」となっている。これに対して

「趣味」ページをフロントページ98エディター

で開くと、バーに並ぶボタンには「フォトアル

バム」や「お気に入り」といった名前が付いて

いる。「趣味」と同じレベルに、これらのペー

ジが配置されているからだ。

一方、左側のナビゲーションバーのプロパテ

ィを見ると、「ハイパーリンクの設定」は「下

位レベル」がチェックされている（図　　）。

作業中のフロントページウェブで下位レベルに

ページを持っているのは、「ホームページ」だけ

だ。そこで左側の共有枠のボタンだけに名前が

付くのは「ホームページ」だけで、残りのペー

ジには単に「[ボタン]」としか表示されないの

だ。

ナビゲーションビューに表示されていると
おり、「下位レベル」には「趣味」、「フォ
トアルバム」、「お気に入り」のページがあ
るため、共有枠に名前が付いている。

ナビゲーションビューに表示されていると
おり、トップページと「同じレベル」には
別のページはないため、共有枠の「ボタン」
には名前がない。

ナビゲーションバー（上）
をダブルクリック

ナビゲーションバー（左）
をダブルクリック

といったところで第1回は終了。次回は文

章や画像をオリジナルのものに代えて、新しい

ページを追加して必要なリンクなどを設定す

る。フロントページ98は、ダイナミックHTML

を使って文字をアニメーションさせる機能など

を備えている。こうした機能も取り入れて作成

したフロントページウェブを、ウェブサーバー

に発行するまでの手順を解説する。なお、フ

ロントページ98については3回にわたって短期

連載の予定だ。今後、このソフトが持つ先進

的な機能を、具体的にフロントページウェブ

を作成しながら紹介すると同時に、バンドル

されるグラフィックツール「イメージコンポー

ザー」についても触れる予定だ。それでは、来

月号をお楽しみに！

3  共有枠のレベルを理解しよう
ナビゲーションビューの構造

a

b

a

b
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